
兵庫県弁護士会では取調べの全過程の録画の導入を含む刑事
訴訟法改正の一刻も早い実現を目指して，国会や地方議会への
働きかけ等，様々な活動を行ってまいりました。 

このたび，ルポライターの鎌田慧（かまたさとし）さんをお
招きし，取調べの可視化の必要性について考え，実現を訴える
ための集会を開催いたします。 

鎌田慧さんには，財田川事件や狭山事件を中心に，虚偽自白
と冤罪の歴史，そして再審の戦いと取調べの可視化について語
っていただきます。多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

主催：兵庫県弁護士会  共催：日本弁護士連合会 

お問い合わせ先：兵庫県弁護士会 TEL：０７８－３４１－７０６１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

１．取調べの可視化についての現状報告  

２．講 演 「なぜ、ウソの自白をするのか 冤罪のつくられかた」 

ルポライター  鎌 田  慧 氏 
※講師プロフィールは裏面をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

兵庫県弁護士会取調べの可視化を求める市民集会 

 
日 時：平成２７年８月２２日（土） 

     午後２時～午後４時 

（開場 午後１時３０分） 
 
場 所：兵庫県弁護士会館４階講堂 

    （神戸市中央区橘通１－４－３） 

※会場へは公共交通機関をご利用下さい 

 
その他：入場無料 予約不要 

可視化オールくん 




